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１ 

学さんの家庭は４人家族で、毎月家計簿を付けています。今月の電気代は 12,650 円で、

電気使用量は 522 kWh でした。ある日、新聞に「４人家族の電気料金の月平均額が 11,938

円(全国調べ)」と書かれた記事を目にしました。そこで、学さんは、自分の家庭で契約

している電力会社Ａの料金体系について調べてみると、次の 表１のようになっていま

した。 

 

 表 1               ＜電力会社Ａの料金体系表＞  

基本料金 電気使用量にかかわらず支払う 800 円 

電気使用量に応じた 

電気料金 

使用量０～120kWh まで １kWh あたり 15 円 

使用量が 120kWh をこえたとき １kWh あたり 25 円 

（注）電気使用量を表すには、kWh（キロワット時）という単位が用いられます。 

 

家庭の１か月あたりの電気料金は、次の式で求められます。 

 

 （１か月あたりの電気料金）＝（基本料金）＋（電気使用量に応じた電気料金）  

 

 

１か月の電気使用量を x kWh としたときの、電気料金を y 円とし、x と y の関係をグラ

フに表すと、下の 図１のようになりました。 

                      

 図１    ＜電気使用量と電気料金の関係＞ 

 y(円)               

                      

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

次の(1)から(3)までの問いに答えなさい。 

 

(1) 1 か月の電気使用量が 100kWh のとき、１か月あたりの電気料金はいくらになる

か、求めなさい。 
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(2) 図１のグラフの傾きは何を表していますか。次のアからエの中から、正しいもの

を１つ選びなさい。 

 

ア １か月あたりの電気料金 

イ １か月あたりの基本料金 

ウ 電気使用量１kWh あたりの電気料金 

エ １か月あたりの電気使用量 

 

 

(3) 学さんは、家族で話し合い、電気使用量を減らし、１か月あたりの電気料金が

12,000 円を超えないようにするという節電の目標を立てました。電気使用量を減

らすために、エアコンとテレビの使用時間を少なくすることにしました。エアコン

とテレビの１時間あたりの電気使用量は次の表２の通りです。  

 

 表２   ＜１時間あたりの電気使用量＞  

 

 

 

 

 

(ⅰ) 学さんはどのようにすると、12,000 円を超えないかについて考えました。

下の［学さんの考え方］の、 ① から ③ にあてはまる式や数を書きな

さい。 

 

［学さんの考え方］  

最初、学さんは、電気料金が 12,000 円の電気使用量を求めようと考えました。

電気使用量が x kWh のときに、電気料金が 12,000 円になるとして、方程式をつ

くりました。 

 

①           ＝12,000  

 

この方程式を解くと、x＝496 となります。 

今月の電気使用量が 522kWh なので、496 kWh との差を求めると 

522－496＝26 26 kWh の節電が必要だと分かりました。 

そこで、まずテレビを毎日 1 時間、１か月間（30 日間）使用を減らし、電気使

用量を減らすことに決めました。テレビの使用を減らすことで節電できる使用量

を求めると、  

 

  0.2×  ②  ＝  ③  

 

テレビの使用を減らすだけでは、節電の目標に到達しないことが分かりました。 

 

 

 １時間あたりの電気使用量（kWh）

エアコン  ０．８       

テレビ  ０．２       



(ⅱ) 学さんは、テレビを毎日１時間、１か月(30 日間)使用を減らしただけでは、節

電の目標に達しないので、エアコンの使用も合わせて減らすことにしました。１

か月の電気料金が 12,000 円となるには 26kWh 節電することが必要なので、エアコ

ンとテレビの使用をそれぞれ何日間、何時間減らせばよいか、３つの考え方を基

に求めることにしました。ただし、次の条件を満たすように考えることとします。 

 

【条件】  

・テレビの１日あたりの使用を減らせる時間は、２時間までとする。  

・エアコンの１日あたりの使用を減らせる時間は、３時間までとする。  

・テレビとエアコン両方で節電することとする。  

 ・１か月(30 日間)以内で節電するものとする。  

 ・使用を減らす時間や日数は自然数とする。  

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ、Ｂ、Ｃの３つの考え方から一つ選び、下の  に記号を記入し、  にあて  

はまる数を求めなさい。また、その求め方を説明しなさい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａの考え方：エアコンとテレビの節電する日数は同じにし、エアコンの使用

を減らすことを優先し、節電する日数をできるだけ少なくしよ

う 

 

Ｂの考え方：エアコンの使用を減らすのは７日間だけとし、あとはテレビの

使用を減らすことにしよう 

 

Ｃの考え方：テレビの使用を３０日間、毎日１時間減らして、あとはエアコ

ンの使用を１時間ずつ何日間か減らして節電しよう 

 

の考え方を基にすると、エアコンを１日あたり   時間ずつ、

日間と、テレビを１日あたり   時間ずつ、   日間減らす

と目標に到達する。 

【求め方】 
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